






要約:約 400 人の濾紙血中のセルロプラスミンを北川らの開発した ELISA 法を用いて測定

した。平均値は 54.4mg/dl で,正常対照ではすべて 20mg/dl 以上,患者では 5mg/dl 以下と

鑑別は容易であった。そのうち 80 名について同時に遠藤らの開発した熊本方式で測定し

た。平均値は 24.5mg/dl であったが,患者ではほぼゼロとなり正常者との識別は容易であ

った。マススクリーニング実施にあたっては,濾紙血法ではセルロプラスミンが不安定で

あるので測定までの保存条件を厳密に設定する必要がある。熊本方式ではセルロプラスミ

ンは安定であるが特殊な容器を用いるため,その搬送方法について新たに検討する必要が

あると考えられた。


